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無回答

回答陰

回答隠

回答韻

回答吋

回答右

0 5 10 15 20 25人

【
不
確
か
さ
】（
2
人
）

【
I
S
O
関
係
】

▽
I
S
O
1
0
0
1
2
（
6

人
）、
I
S
O
1
7
0
2
5

（
2
人
）、I
S
O
9
0
0
0

【
J
C
S
S
関
係
】（
2
人
）

【
品
質
管
理
・
検
査
・
校
正
】

▽
自
動
車
産
業
等
の
リ
コ
ー

ル
多
発
防
止

▽
医
薬
品
製
造
な
ど
に
お
け

る
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン

▽
計
量
と
食
品
衛
生
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
ト
ー
タ
ル
で
行

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

▽
工
程
管
理
を
含
め
た
品
質

管
理
業
務
お
よ
び
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト

【
適
正
計
量
管
理
事
業
所
】

▽
適
正
計
量
管
理
事
業
所
制

度
と
I
S
O
1
0
0
1
2
と

の
関
連

【
計
量
法
・
計
量
行
政
】

▽
計
量
器
検
定
検
査
規
則
の

改
定
内
容

▽
新
型
式
承
認

【
そ
の
他
】

▽
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が
計

量
法
に
与
え
る
影
響

▽
計
量
計
測
に
関
わ
る
情
報

入
手
・
問
題
点
の
共
有

▽
『
標
準
と
計
量
管
理
』『
計

量
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
入
手

▽
研
修
等
の
情
報
が
多
い

【
行
政
と
の
つ
な
が
り
】

▽
行
政
な
ど
へ
の
意
見
反
映

【
雇
用
】

▽
計
量
士
の
業
務
拡
大

▽
講
演
依
頼
等

【
計
量
士
の
義
務
】

▽
計
量
士
と
し
て
の
義
務

▽
計
量
士
の
団
体
に
よ
る
信

用
力
の
確
保

【
自
己
研
鑽
】

　

今
回
の
回
答
者
は
、
9
割
弱
が
計
量
士
会
に
所
属
し
て
い

る
。
感
じ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
多
く
が
交
流
や
情

報
収
集
を
あ
げ
た
。
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計
量
士
が
今
、
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
が
あ
る
の
か
、
ま
た
現
在
の
計
量
士
業
務
の
実
態

等
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
各
地
域
の
現
役
計
量
士
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

7
月
か
ら
8
月
末
ま
で
の
2
カ
月
間
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
一
部
の
都
市
の
計

量
協
会
や
計
量
士
会
を
通
し
て
配
布
。
主
に
、
一
般
計
量
士
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　

本
号
で
は
、
本
年
の
夏
に
順
次
掲
載
し
て
い
た
回
答
を
集
計
し
、
意
見
を
抜
粋
し
て
、

そ
の
傾
向
を
ま
と
め
た
。

質
問
事
項

【
氏
名
（
匿
名
可
）
／
計
量
士
登
録
後
の
年
数
】

茨
計
量
士
の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
（
複
数
回
答
可
）。

臼
製
造
業
・
流
通
業
で
の
点
検
・
管
理
（
指
定
定
期
検
査
機
関
で
の
業
務
を
含
む
）
／
渦

適
正
管
理
事
業
所
で
の
点
検
・
管
理
／
嘘
代
検
査
／
唄
計
量
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
欝
研
修
会
な
ど
の
講
師
／
蔚
そ
の
他

芋
現
在
、
計
量
士
の
業
務
と
関
連
し
て
関
心
が
あ
る
事
柄
は
あ
り
ま
す
か
。

鰯
計
量
士
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

允
こ
ん
な
研
修
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
具
体
的
な
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。希
望
す
る
内

容
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

臼
不
確
か
さ
／
渦
I
S
O 
1
0
0
1
2
／
嘘
検
査
技
術
／
唄
計
量
法
／
欝
そ
の
他

印
最
近
、
I
S
O
や
H
A
C
C
P
の
認
証
工
場
が
増
え
る
な
ど
、
国
際
的
に
品
質
管
理
の
要
求

が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、一
般
計
量
士
の
活
躍
の
場
は
以
前
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
と
感

じ
ま
す
か
。

咽
I
S
O
や
H
A
C
C
P
関
係
以
外
で
、こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
分
野
に
も
計
量
士

の
活
躍
の
場
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

員
仕
事
を
し
て
い
る
地
域
で
は
、指
定
定
期
検
査
機
関
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

因
計
量
士
資
格
の
制
度
の
あ
り
方
（
更
新
制
に
す
べ
き
か
等
）
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

姻
計
量
計
測
に
つ
い
て
、
普
段
お
考
え
の
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

引
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
、
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

計
量
士
の〝
今
〟を
知

計
量
士
の〝
今
〟を
知
るる

計
量
士
ア
ン
ケ
ー
ト

〈
集
計
と
傾
向
〉

陰
製
造
業
・
流
通
業
で
の
点
検
・
管
理
（
指
定
定
期
検
査
機
関
で
の

業
務
を
含
む
）　

人
／
隠
適
正
管
理
事
業
所
で
の
点
検
・
管
理　

人

15

22

／
韻
代
検
査　

人
／
吋
計
量
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
・
コ
ン
サ
ル
タ

15

ン
ト
9
人
／
右
研
修
会
な
ど
の
講
師
9
人
／
宇
そ
の
他
8
人

計量士の業務として行っていること

登
録
年
数
と
業
務
の
内
容
は
？

1

◇回答6：その他
【教育・啓発】研修センター講師／計量行政（指導）／計量
思想の普及啓発／計量方法の改善／ISO17025の審査および
講演、ISO10012の講演
【団体運営】計量団体の管理・運営
【その他】電気機器製造業の社員計量士
【計量士の業務に携わっていない】地方自治体職員なので個
人としての計量士の業務はない／計量士業務はしていない

無回答

回答陰

回答隠

回答韻

回答吋

回答右

回答宇

0 5 10 15 20

1

15

22

9

15

9

8

25人

計
量
士
の
業
務
と
関
連
し
て
関

心
の
あ
る
こ
と
は
？

2
　

業
務
と
関
連
し
て
関
心
の
あ
る
事
柄
が
あ
る
と
い
う
回

答
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
具
体
的
な
内
容
は
回
答
者
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
回
答
を
掲
載
す
る
。

40年以上
19％

計量士登録後の年数

30年以上40年未満
23％

20年以上30年未満
16％

10年以上20年未満
16％

10年未満
26％

【
高
齢
化
、
世
代
交
代
と
若

手
の
教
育
】

▽
計
量
行
政
機
関
を
定
年
退

職
後
に
計
量
士
に
な
る
人
材

の
減
少
、
お
よ
び
計
量
士
な

ど
の
高
齢
化
。

▽
計
量
士
人
材
育
成
。
若
い

計
量
士
の
育
成
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
協
会
の
予
算
は

厳
し
く
、
十
分
な
給
料
が
支

払
わ
れ
な
い
。

【
雇
用
】

▽
行
政
機
関
定
年
後
の
計
量

士
と
し
て
の
再
就
職
の
場

（
計
量
技
術
者
の
活
用
）。

▽
計
量
士
国
家
試
験
に
合
格

し
た
若
者
が
計
量
の
実
務
に

就
い
て
い
な
い
。

▽
計
量
・
計
測
の
専
門
家
と

し
て
「
計
量
士
」
の
活
躍
で

き
る
分
野
。

【
計
量
士
の
地
位
・
待
遇
】

▽
社
内
外
で
の
計
量
士
の
地

位
向
上

計
量
士
会
所
属
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

3【
交
流
・
情
報
収
集
】

▽
計
量
士
間
の
情
報
交
換

（
懇
親
）こ

ん
な
研
修
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い

4

陰
不
確
か
さ　

人
／
隠
I
S
O 
1
0
0
1
2　

人

23

17

／
韻
検
査
技
術　

人
／
吋
計
量
法　

人
／
右
そ
の

19

18

他
7
人

計
量
士
会
に
所
属
し
て
い
る
かはい　

％
／
い
い
え　

％

88

12

業
務
と
関
連
し
て
関
心
の
あ
る
事
柄
が
あ
る
か

は
い　

％
／
い
い
え　

％
／
回
答
な
し
2
％
／
不
明
2
％

77

19

こんな研修会を開催してほしい

23

19

17

7

18

◇回答5：その他
▽OIML国際勧告の最近情報など、新しい動向
▽適正計量管理事業所のメリット
▽（自主計量管理のすすめ）＝最近キャリブレーション
について社外に丸投げの方向にあるが、本来的には実験
者、作業者が自ら機器、機械類の性能を見極めて作業、
実験をするのが本質だと思う
▽計量器・計測器の最新情報
▽OIMLでの自動はかりの動向
▽相手にその気を起こさせる話し方
▽理科、数学と計量のコラボで興味をもたせる
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１０

　
１１

▽
計
量
士
登
録
後
、
最
新
の

講
習
会
受
講
証
を
併
せ
持
つ

こ
と
で
資
格
有
効
と
す
る
と

よ
い
。
講
習
会
は
、
各
都
道

府
県
の
計
量
協
会
も
し
く
は

指
定
定
期
検
査
機
関
が
行
い

会
員
や
適
管
事
業
所
は
無

料
、
非
会
員
は
有
料
で
行
う

の
も
一
案
。

▽
特
定
の
仕
事
の
み
に
携
わ

る
場
合
、
惰
性
に
陥
り
、
他

の
分
野
の
能
力
が
殺
が
れ
る

可
能
性
が
で
て
く
る
。
幅
広

い
能
力
を
維
持
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
必
要
。

【
協
会
等
へ
の
入
会
】

▽
個
人
計
量
士
を
会
に
加
入

さ
せ
、計
量
情
報
を
提
供（
任

意
）。

【
社
会
へ
の
浸
透
・
待
遇
の

明
確
化
】

▽
計
量
士
と
い
う
資
格
が
存

在
し
て
い
る
が
、
待
遇
が
曖

昧
な
た
め
、
若
手
が
活
躍
す

る
面
が
な
い
。

【
そ
の
他
】

▽
適
正
計
量
管
理
事
業
所
の

適
正
計
量
主
任
者
が
あ
る
一

定
期
間
勤
務
し
た
場
合
、
計

量
士
国
家
試
験
の
計
量
管
理

概
論
科
目
を
免
除
す
る
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
雨
面
に
つ
づ
く
）

は
見
直
さ
れ
「
受
験
偏
重
」

に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思

え
る
が
、
初
等
教
育
等
の
課

外
授
業
等
に
モ
ノ
の

見
方
、
考
え
方
の
素

養
と
し
て
「
計
る
こ

と
の
確
か
ら
し
さ
」

な
ど
計
量
士
が
講
師

と
し
て
活
躍
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

▽
現
状
チ
ェ
ッ
ク
の

対
応
で
な
く
、
職
場

で
改
善
・
顧
客
指
向

の
業
務
改
善
の
相
談

役
に
な
る
分
野

▽
教
育
、
中
小
企
業
の
サ

ポ
ー
ト

【
そ
の
他
】

▽
認
証
を
取
得
し
た
後
の
実

践
と
継
続
に
は
、
幅
広
い
知

識
と
基
礎
を
学
習
し
て
い
る

計
量
士
の
活
躍
で
き
る
分
野

が
多
く
あ
る
と
思
う
。

▽
工
程
管
理
を
含
め
た
品
質

管
理
業
務
全
般
お
よ
び
全
体

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

▽
I
S
O
未
取
得
事
業
所
、

適
正
計
量
管
理
事
業
所
以
外

の
事
業
所
、
医
療
関
係
等

▽
課
税
対
象
物
の
計
量
器
、

安
全
関
係
計
量
器
の
校
正

（
検
査
）

【
更
新
制
度
】

▽
更
新
制
を
導
入
（
3
人
）

▽
資
格
の
再
評
価
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
期

間
毎
の
更
新
講
習
な
ど
に
合

わ
せ
、
計
量
士
の
現
況
調
査

を
目
的
と
す
る
べ
き
。

▽
更
新
制
に
し
て
、
そ
の
時

の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
能
力

要
件
を
明
確
に
し
、
社
会
的

地
位
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

▽
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ

せ
て
、
計
量
士
も
最
新
法
動

向
等
の
知
識
、
技
能
が
必
要

（
例
え
ば
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研

修
会
定
期
開
催
の
実
施
）。そ

の
た
め
に
は
、
更
新
制
度
も

あ
り
得
る
と
思
う
。

▽
最
低
で
も
法
の
改
正
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
に
は
更
新
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
改
正

が
な
く
て
も
理
想
は
5
年
程

の
サ
イ
ク
ル
だ
と
思
う
。

【
計
量
士
の
実
態
把
握
】

▽
現
資
格
者
数
の
把
握
。

▽
有
資
格
者
の
実
態
を
把
握

し
て
、対
応
の
参
考
に
す
る
。

【
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
維
持
】

歳
入
が
確
保
で
き
る
か
が
疑

問
。
条
例
手
数
料
の
大
幅
値

上
げ
等
の
政
治
的
（
？
）
整

備
も
必
要
。

▽
計
量
技
術
の
進
歩
に
検
査

制
度
の
更
新
、
整
備
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
。

▽
計
量
士
会
が
機
能
し
て
い

な
い
の
で
は
。
一
部
の
業
者

が
独
占
し
て
い
る
の
か
な
。

▽
計
量
士
の
代
検
査
業
務
を

奪
う
。

▽
指
定
定
期
検
査
機
関
は
、

検
査
費
を
県
・
市
か
ら
の
補

助
金
等
で
補
填
し
て
い
る

が
、
プ
ラ
ス
に
な
る
と
返
納

す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
面
の
収

入
は
な
し
。

◇「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

の
理
由

▽
定
期
検
査
で
、
ハ
ー
ド
の

面
で
は
制
度
は
確
保
で
き
る

が
、使
用
者
へ
の
取
り
扱
い
、

機
械
の
選
択
等
の
ソ
フ
ト
面

も
含
め
て
の
指
導
が
可
能
な

機
関
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

▽
継
続
実
施
の
た
め
の
、
経

済
的
、人
的
な
展
望
が
不
明
。

【
環
境
】

▽
「
I
S
O
」
に
含
ま
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る

潜
在
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え

る
。

▽
環
境
計
量
分
野
（
た
だ
し

環
境
計
量
士
）

▽
断
熱
効
果
（
省
エ
ネ
）
の

計
算
・
評
価

▽
防
音
・
防
振
効
果
の
評
価

▽
温
暖
化
防
止
活
動
に
お
い

て
も
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
と

思
う
。

【
教
育
・
相
談
】

▽
ひ
と
頃
の「
ゆ
と
り
教
育
」

◇
「
は
い
」
の
理
由

【
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
普

及
】

▽
計
量
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

【
そ
の
他
】

▽
団
塊
世
代
の
退
職
で
品

質
・
品
証
能
力
維
持
の
低
下

が
見
ら
れ
る
。

▽
新
し
い
計
量
・
計
測
の
考

え
方
、
改
善
方
法
の
導
入
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

▽
企
業
の
人
員
削
減
で
、
自

前
社
員
で
な
く
て
も
外
部
人

材
で
も
よ
い
と
い
う
風
潮
が

あ
る
。

▽
食
品
工
場
（
青
果
、
魚
介
、

菓
子
工
場
）に
お
け

る
計
量
器
の
校
正

依
頼
の
増
加
。

▽
規
程
の
制
定
、検

査
標
準
書
な
ど
必

要
性
が
大
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

▽
測
定
の
必
要
性

を
求
め
ら
れ
る
か

ら
。

◇
「
い
い
え
」
の
理

由【
社
会
的
地
位
の
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「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
に
答
え
て
い
て
も
、
否
定
的

な
理
由
を
述
べ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
実
質
的
に
は
「
増

え
て
い
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
計
量
士
が
多
い
よ
う
だ
。

一
般
計
量
士
の
活
躍
の
場
は　

増
え
て
い
る
か

5
　
「
は
い
」
と
答
え
た
計
量
士
は
、
新
し
い
分
野
と
し
て
社

会
で
も
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
「
環
境
」
を
挙
げ
る
人
が
多

か
っ
た
。
ま
た
「
教
育
」
や
「
企
業
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
も
。

新
し
い
活
躍
の
場
は
あ
る
か

6

◇
「
は
い
」
の
理
由

▽
計
量
士
間
の
連
携
が
あ

る
。

▽
地
方
は
別
と
し
て
、
東
京

は
問
題
が
少
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。

▽
多
か
れ
少
な
か
れ
問
題
は

あ
る
が
、
現
状
に
お
い
て
は

比
較
的
う
ま
く
機

能
し
て
い
る
。

◇
「
い
い
え
」
の

理
由

▽
千
葉
県
。
い
ま

だ
指
定
機
関
が
な

い
＝
県
が
指
定
す

べ
き
受
け
皿
（
計

量
団
体
）
の
整
備

が
進
ん
で
い
な

い
。
委
託
料
等
の

査
定
か
ら
、
業
務

運
営
す
る
だ
け
の

指
定
定
期
検
査
機
関
制
度
は

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か

7

計
量
士
資
格
制
度
に
見
直
す
べ

き
点
は
あ
る
か

8

低
下
、役
割
の
あ
い
ま
い
さ
】

▽
特
定
計
量
器
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い

た
め
。
I
S
O
に
計
量
士
が

絶
対
必
要
と
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
。

▽
社
会
的
地
位
が
低
下
す
る

傾
向
に
あ
る
。

▽
I
S
O
や
H
A
C
C
P
は

計
量
士
の
国
家
資
格
と
は
直

接
関
係
が
な
い
。
計
量
法
は

I
S
O
の
手
法
を
応
用
し
て

い
る
の
で
共
通
点
は
多
い

が
、
計
量
士
の
資
格
は
必
ず

し
も
必
要
で
は
な
い
。ま
た
、

I
S
O
や
H
A
C
C
P
に
計

量
士
の
適
性
が
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
る
の
か
も
曖
昧
で

あ
る
。

▽
計
量
士
の
必
須
義
務
が
曖

昧
。

【
計
量
士
自
身
の
問
題
】

▽
自
己
研
鑽
不
足
（
必
要
に

迫
ら
れ
な
い
と
勉
強
し
な

い
）

▽
計
量
士
や
計
量
団
体
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
不
足
し
て
い
る

た
め
だ
と
思
う
。

【
そ
の
他
】

　
「
は
い
」
の
答
え
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
更
新
制
度
導
入
。

た
だ
し
、
制
度
の
中
身
や
位
置
づ
け
な
ど
は
回
答
者
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
実
態
把
握
や
能
力
維
持
を
挙
げ
た
人
も
。

どちらともいえない
21％

いいえ
33％

はい
46％

計量士資格制度に見直すべき点はあるか

▽
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
求
も

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
よ

り
、
対
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

が
多
く
、
計
量
士
（
基
準
分

銅
で
検
査
を
行
う
場
合
）
の

検
査
が
計
量
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
に
対
応
で
き
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◇「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

の
理
由

【
社
会
的
地
位
の
低
下
、
役

割
の
あ
い
ま
い
さ
】

▽
一
般
計
量
士
が
活
躍
で
き

る
場
面
は
多
く
あ
る
の
に
、

そ
の
ニ
ー
ズ
と
結
び
つ
け
る

仕
組
み
が
弱
い
か
ら
だ
と
思

う
。

▽
計
量
士
へ
の
社
会
の
ニ
ー

ズ
が
掘
り
起
こ
せ
て
い
な
い

よ
う
に
思
え
る
。

【
わ
か
ら
な
い
／
手
応
え
が

な
い
】

▽
計
量
器
製
造
事
業
者
に
は

最
近
情
報
の
動
向
が
入
る

が
、
適
正
計
量
管
理
事
業
所

へ
は
情
報
が
入
ら
な
い
た
め

認
証
工
場
に
関
し
て
は
わ
か

ら
な
い
。

▽
代
検
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
要
求
は
受
け

て
い
な
い
。

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

回答なし
7％

どちらともいえない
43％

いいえ
11％

はい
34％

不明
5％

指定定期検査機関制度は機能しているか

どちらともいえない
47％

いいえ
30％

はい
21％

不明
2％

計量士の活躍の場は増えているか

回答なし
9％

どちらともいえない
42％

いいえ
14％

はい
30％

不明
5％

新しい分野に活躍の場はあるか
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４
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１０

　
１１

▽
の
ん
び
り
す
ご
す
。
ド
ラ

イ
ブ
、
季
節
の
果
物
を
求
め

て
走
り
回
る
こ
と
。

▽
担
当
店
舗
が
多
い
こ
と
も

あ
り
、
関
係
デ
ー
タ
を
整
理

す
る
こ
と
も
楽
し
い
時
間
の

ひ
と
つ
だ
。
普
段
は
、
変
化

を
つ
け
る
た
め
に
映
画
を
観

た
り
、
2
泊
程
度
の
小
旅
行

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

▽
事
業
所
へ
の
往
き
帰
り
、

書
店
へ
の
立
ち
寄
り
が
多
く

な
っ
た
。

▽
残
念
な
が
ら
、
業
務
で
遅

い
帰
宅
が
多
く
、
休
日
は
休

養
の
場
合
が
多
い
。

▽
ゴ
ル
フ
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、

読
書
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑

賞
。

▽
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
勉
強
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
小
学

生
に
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
を
し

て
い
る
。

▽　

～　
20

30

年
前
の
時

代
小
説
・

推
理
小
説

が
面
白
い
。

▽
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
、農
業
。

た
だ
し
、
業
務
多
忙
の
た
め

自
由
度
が
低
下
し
て
い
る
。

▽
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
近
所
の

公
園
な
ど
を
歩
く
。

▽
畑
仕
事
（
収
穫
の
喜
び
あ

り
、
競
争
の
楽
し
さ
あ
り
）。

▽
健
康
維
持
の
た
め
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
毎
日
し
て
い
る
。

▽
昼
寝
、
工
作
全
般
。

▽
映
画
、
旅
行
、
ダ
ン
ス
な

ど
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い

る
。

▽
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
い

る
。

▽
検
査
は
単
な
る
手
段
で
あ

り
、
結
果
を
ど
の
よ
う
に
活

か
す
か
が
大
事
。
結
果
の
活

か
し
方
に
つ
い
て
の
啓
発
が

少
な
い
。

▽
適
正
計
量
管
理
事
業
所
数

や
計
量
協
会
会
員
拡
大
に
つ

な
が
る
適
管
で
あ
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
、
付
加
価
値
を
高

め
る
努
力
が
も
っ
と
あ
っ
た

ら
よ
い
と
思
う
。

▽
企
業
内
で
は
、
一
般
計
量

士
の
資
格
取
得
を
奨
励
す
る

こ
と
に
よ
り
、
計
量
の
学
習

意
欲
を
高
め
、
さ
ら
に
実
務

で
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で

教
育
し
て
い
く
の
が
効
果
的

だ
と
思
う
。

▽
不
確
か
さ
の
手
法
を
単
純

な
形
に
し
て
ほ
し
い
（
理
論

→
大
衆
化
）。

▽
計
量
計
測
は
産
業
の
基
礎

で
あ
る
だ
け
に
、
日
本
の
仕

組
み
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
乗

り
遅
れ
れ
ば
機
能
し
な
く
な

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
視
点

か
ら
議
論
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。

▽
企
業
で
定
年
を
迎
え
た
時

は
、
ホ
ッ
と
し
て
の
ん
び
り

で
き
る
と
思
っ
た
。し
か
し
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
社
会

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
感
に
襲
わ
れ
た
。
計
量

士
会
に
入
会
し
、
計
量
士
会

を
通
じ
て
社
会
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
の
か
と
思
い
、

心
が
落
ち
着
い
た
日
々
に

な
っ
た
気
が
す
る
。

▽
行
政
は
基
準
分
銅
に
J
C

S
S
分
銅
同
様
に
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
与
え
る
必
要
が

あ
る
。
与
え
方
は
早
期
に
議

論
す
る
。

▽
最
近
、
計
量
器
の
検
査
に

お
い
て
、
不
適
合
が
多
発
し

て
お
り
、
計
量
士
の
検
査
業

務
の
価
値
は
向
上
し
て
い
る

が
、
社
会
的
損
失
は
増
加
し

て
い
る
。
計
量
器
メ
ー
カ
ー

の
技
術
進
歩
は
機
能
の
増
加

と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
重
視
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
品
質
の

低
下
を
感
じ
る
。

▽
最
近
の
若
い
計
量
士
の
話

な
ど
を
聞
く
と
、
基
礎
の
知

識
等
が
欠
け
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。

▽
計
量
法
に
縛
ら
れ
る
も
の

と
、
そ
の
他
（
I
S
O
、
H

A
C
C
P
、
J
I
S
）
の
規

程
な
ど
、
対
応
が
異
な
る
た

め
（
例
：
不
確
か
さ
な
ど
）、

別
々
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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精
密
機
械
工
業
の
生

産
は
4
期
連
続
上
昇

　

経
済
産
業
省
の
「
2
0
1

0
年
4
～
6
月
産
業
活
動
分

析
」
に
よ
る
と
、
精
密
機
械

工
業
の　

年
4
～
6
月
の
生

10

産
は
、
精
密
測
定
機
、
カ
メ

ラ
用
交
換
レ
ン
ズ
な
ど
の
増

加
で
4
期
連
続
で
上
昇
し
、

生
産
6
・
3
％
増（
前
期
比
）、

出
荷
4
・
5
％
増
（
同
）。
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
は
減
少
し
た
。

　

精
密
機
械
工
業
の
伸
び
率

の
推
移
を
み
る
と
、生
産
は
、

　

年
2
・
3
％
増
、　

年　
・

08

09

28

1
％
減
、　

年
1
～
3
月　
・

10

14

1
％
増
、
同
4
～
6
月
6
・

3
％
増
と
な
っ
て
お
り
、　
09

年
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
も

の
の
、　

年
は
回
復
基
調
に

10

あ
る
。

　
　

年
4
～
6
月
期
の
精
密

10
機
械
工
業
の
出
荷
動
向
は
、

前
月
比
4
・
5
％
増
。
増
え

た
の
は
、
精
密
測
定
機
、
分

析
機
器
。
減
っ
た
の
は
、
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
、
試
験
機
、
工

業
用
計
重
機
で
あ
る
。

　

輸
出
向
け
は
計
測
機
器
が

減
少
し
た
。

計
測
機
器
は
3
期
連

続
で
上
昇

　
　

年
4
～
6
月
期
の
計
測

10
機
器
の
生
産
を
見
て
み
る

と
、
精
密
測
定
機
、
分
析
機

器
、
工
業
用
長
さ
計
な
ど
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
前
期

比
6
・
4
％
増
と
3
期
連
続

で
上
昇
し
た
。
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
は
減
少
。

　

品
目
別
で
は
次
の
と
お

り
。

　

精
密
測
定
機
は
、
国
内
、

米
国
向
け
な
ど
が
増
加
し
、

前
期
比　

・
0
％
と
3
期
連

40

続
で
増
加
し
た
。

　

分
析
機
器
は
、
韓
国
、
中

国
な
ど
の
石
油
化
学
、
医
薬

品
業
界
向
け
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
同
5
・
4
％
増
と

4
期
連
続
で
増
加
し
た
。

　

工
業
用
長
さ
計
は
、欧
州
、

韓
国
向
け
な
ど
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
同　

・
0
％
と

18

3
期
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、同
9
・

9
％
減
と
4
期
連
続
で
減
少

し
た
。
交
換
需
要
が
一
巡
し

た
こ
と
に
よ
る
。

　

出
荷
は
、
前
期
比
2
・
6

％
増
と
4
期
連
続
の
上
昇
。

精
密
測
定
機
が
同　
・
0
％
、

31

分
析
機
器
が
同
3
・
2
％
、

工
業
用
長
さ
計
が
同　

・
1

10

％
と
い
ず
れ
も
4
期
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
。ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
同　
・
10

4
％
減
と
4
期
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。

　

在
庫
は
、
前
期
末
比
5
・

5
％
と
4
期
ぶ
り
に
上
昇
し

た
。
分
析
機
器
が
同
6
・
6

％
増
で
2
期
ぶ
り
の
増
加
、

精
密
測
定
機
は
同
8
・
5
％

増
と
4
期
ぶ
り
の
増
加
、
試

験
機
が
同　

・
8
％
増
と
2

39

期
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
た

め
。

　

年
計
測
機
器
は

09
　
・
2
％
減

28
　

経
済
産
業
省
の
「
平
成　
21

年
年
間
回
顧
産
業
活
動
分

析
」
に
よ
る
と
、
2
0
0
9

年
の
計
測
機
器
の
生
産
は
、

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
増
加
し
た

が
、
精
密
測
定
機
、
分
析
機

器
、
工
業
用
長
さ
計
な
ど
が

減
少
し
、
前
年
比　

・
2
％

28

減
と
な
っ
た
。
7
年
ぶ
り
の

低
下
。

　

品
目
別
で
は
、
精
密
測
定

機
は
、
前
年
比　

・
5
％
減

61

と
3
年
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。
シ
リ
ン
ダ
ー
ゲ
ー
ジ
な

ど
が
国
内
、
欧
米
向
け
に
減

少
し
た
た
め
。

　

分
析
機
器
は
、
電
磁
気
分

析
機
器
、
ク
ロ
マ
ト
・
分
離
・

蒸
留
機
器
な
ど
が
国
内
、
中

国
、
欧
米
向
け
に
減
少
し
た

た
め
、
同　

・
6
％
減
と
6

20

年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

　

工
業
用
長
さ
計
は
、同　
・
43

5
％
減
と
2
年
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
ノ
ギ
ス
な
ど
が
欧
米

向
け
に
減
少
し
た
た
め
。

　

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
同
2
・

9
％
と
5
年
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

出
荷
は
、
前
年
比　

・
5

28

％
減
と
な
り
、
7
年
ぶ
り
の

減
少
。
原
因
は
、
精
密
測
定

機
が
同　

・
9
％
減
（
2
年

61

ぶ
り
の
減
少
）、分
析
機
器
が

同　

・
7
％
減
（
7
年
ぶ
り

17
の
減
少
）、工
業
用
長
さ
計
が

同　

・
9
％
減
（
2
年
ぶ
り

45
の
減
少
）
と
な
っ
た
た
め
。

　

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は　

年
09

は
、
同
0
・
7
％
と
5
年
連

続
で
増
加
し
た
。

　

工
業
用
計
重
機
は
同　

・
30

2
％
増
と
2
年
ぶ
り
に
増
加

し
て
い
る
。

電
気
計
測
器
4
〜
6

月
は
9
3
0
億
円

　

経
済
産
業
省
の
「
機
械
統

計
」
な
ど
に
よ
る
と
、　

年
10

4
～
6
月
の
電
気
計
測
器

（
放
射
線
測
定
器
、
環
境
計

測
機
器
を
含
む
）
の
生
産
金

額
は
9
2
9
億
7
1
0
0
万

円
（
前
年
同
期
比　

・
0
％

59

増
）。　

年
は
減
少
傾
向
が
続

09

い
て
い
た
が
、　

年
1
～
3

10

月
期
か
ら
増
加
に
転
じ
た
。

　

精
密
測
定
機
器
（
工
業
用

長
さ
計
、
精
密
測
定
機
〔
光

学
測
定
機
を
含
む
〕）の　

年
10

4
～
6
月
の
生
産
金
額
は
、

1
6
9
億
6
2
0
0
万
円

（
同　
・
9
％
増
）。
精
密
測

58

定
機
器
は　

年　

～　

月
期

08

10

12

以
降
、
連
続
し
て
減
少
し
て

い
た
が
、　

年
4
～
6
月
期

10

以
降
増
加
に
転
じ
た
。

　

分
析
機
器
の　

年
4
～
6

10

月
の
生
産
金
額
は
4
3
7
億

9
2
0
0
万
円
（
同　

・
5

35

％
増
）。分
析
機
器
も　

年
度

09

は
前
年
同
期
比　

・
0
％
減

13

だ
っ
た
。

　

花
日
本
計
量
機
器
工
業
連

合
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

各
種
計
量
計
測
機
器
の
生
産

金
額
は
次
の
と
お
り
。
は
か

り
2
0
0
億
円
（　

・
2
％

19

増
、　

年
4
～
7
月
）、
流
量

10

計　

億
9
0
0
万
円
（　

・

84

19

1
％
増
、　

年
4
～
6
月
）、

10

レ
ベ
ル
計　

億
7
5
0
0
万

32

円
（
8
・
7
％
減
、
同
）、
試

験
機　

億
4
4
0
0
万
円

44

（　

・
6
％
減
、　

年
4
～

23

10

7
月
）、
圧
力
計
（
ア
ネ
ロ
イ

ド
型
）　

億
3
5
0
0
万
円

36

（　
・
2
％
増
、
同
）、
ガ
ソ

29
リ
ン
計
量
器　

億
2
0
0
万

27

円
（　
・
3
％
減
、
同
）。
統

33

計
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
、
器
種
に
よ
り
明
暗
が
分

か
れ
た
。　

年
度
は
、
こ
れ

09

ら
の
器
種
の
す
べ
て
が
前
年

同
期
比
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ

た
か
ら
、
回
復
基
調
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
た
だ
、
先
行

き
は
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
。

計
量
計
測
機
器
の
生
産
動
向

4
〜
6
月
の
計
測
機
器
生
産
は
6
・
4
％
増

　

年
は　
・
2
％
減
、篠
期
か
ら
増
加
へ

09

28

アンケート募アンケート募集集
　2011年2月頃より第2回計量士
アンケート特集を開始予定のた
め、引き続き回答を募集していま
す。回答者には、掲載紙を進呈。
【回答方法】茨計量計測データバ
ンクの専用ページの質問項目をコ
ピーし、メールで送信。芋同ペー
ジから回答用紙（PDF）をダウン
ロードし、記入してFAX。鰯日本
計量新報社に電話またはFAXで
問い合わせ（折り返し回答用紙を
FAX）。
【問い合わせ先】日本計量新報社
（担当大橋、石川）＝電話03−
3295− 7871、FAX03− 3295−
7874、
電子メール
【専用ページ】
http://www.keiryou-keisoku.co.jp/keiryoushi2010.html

edit@keiryou-keisoku.co.jp

（
迂
面
か
ら
）

計
量
士
ア
ン
ケ
ー
ト

〈
集
計
と
傾
向
〉

計
量
計
測
に
つ
い
て
普
段
考
え

て
い
る
こ
と

9

▽
一
般
計
量
士
の
検
査
範
囲

と
し
て
は
、特
定
計
量
器（
目

量　

葵
以
上
）
に
な
っ
て
い

10
る
が
、
現
在
環
境
分
析
な
ど

で
電
子
分
析
天
び
ん
（
目
量

0
・
0
1
葵
な
ど
）
が
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
般
計

量
士
（
基
準
分
銅
を
所
有
の

場
合
）
は
そ
れ
ら
に
対
応
で

き
な
い
。
特
定
計
量
器
以
外

の
そ
れ
ら
（
電
子
分
析
天
び

ん
等
）
に
対
応
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
お
わ
り
）

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

計
量
士
の
休
日

10

今
日
の
計
量
計
測
情
報
ニ
ュ
ー
ス

http://keisoku-new
s.jp/
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